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ゆうひみ

甘Iかな |夕1然に川まれて

穏やかな清流「浅の川」と、緑豊かな「角間」の里山に囲まれて。
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田上本町

田上町

田上1丁 目

田上 2丁 目

田上新町

田上公町

上若松町

若松町

若松町兼六台

若松町東

若松町第3

若松町1丁 目

若松町2丁 目

銀 サート
`

ル ・:」 をお迎

平成23年 12月 3日 (土 )午前10時30分より田上公民館2階講堂に於いて障害児支援ボランシげ「グループ銀河」の生徒さん、

スタッフの皆さんが田上地区で初めてコンサートを開催しました。オープニングダンス、鍵盤ハーモニカの合奏はとても微笑ま

しく一生懸命さが伝わってきます。ホワイトパネルシアターや、部屋が暗い状態でのブラックパネルシアターは天下一品 !!

すべてスタッフの手作り。和田先生の歌も加わり、最後は全員参加で

,「ドレミの歌」を歌い楽しい1時間があっと言う間でした。

じ
参加者・ルちは「感激 した」「初めてみた」

生徒さノン.

「来てよ
・かつた」「やっぱり音楽はし

ア.タ ッフの皆様。有り難うございま

さいわ」と二lクに話されていました。

参加者が少なかつたのは少々残念ですが、いつかまた皆様に見て頂きた<、

たはいつもそばに、と思っております。

あとがき
女性部部長 野日 明子
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田
上
公
民
館
か
ら
は
、
ニハ
ト
八
名
の
新
成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
三

十
分
前
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
袴
、
華
や
か
な
晴
れ
若
、
ス
タ
イ
リ
ン
ン
ュ
な
ダ

ー
ク
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
達
で
会
場
受
付
は
ご
っ
た
返
し
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

歓
声
が
上
が
り
、
友
と
の
再
会
に
喜
色
満
面
の
様
子
で
し
た
。
そ
の
興
奮
冷
め

や
ら
ぬ
ま
ま
、
ホ
ー
ル
内
へ
と
促
さ
れ
た
も
の
の
、式
が
始
ま
る
と
新
成
人
達
は
、

真
剣
に
壇
上
を
見
つ
め
、
落
ち
着
い
た
空
気
の
流
れ
る
中
で
式
は
進
行
さ
れ
ま

し
た
。

祝
辞
で
は
昨
年
の
未
曾
有
の
大
震
災
を
あ
げ
、
人
々
が
互
い
の
心
に
寄
り

添
い
、
共
に
助
け
合
う
絆
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
こ
と
、
な
で
し
ニ
ン
ャ
パ
ン

の
活
躍
に
よ
り
、
諦
め
な
い
強
い
意
志
を
持
ち
、
常
に
挑
戦
し
続
け
る
大
切
さ

を
学
ん
だ
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
の
後
は
、
人
７
年
よ
り
会
場
を
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ト
三
階

「
ロ
ワ
」
に
移

動
し
て
の
茶
話
会
と
な
り
、
」ハ
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

立
食
ス
タ
イ
ル
の
象
華
な
軽
食
を
頂
き
な
が
ら
の
歓
談
や
、
関
戸
館
長
進

行
で
大
盛
り
上
が
り
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
さ
ら
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
小
学
校
時
代
の

恩
師
も
か
け
つ
け
て
下
さ
り
、
笑
い
の
絶
え
な
い

時
間
半
の
茶
話
会
は
あ
っ
と

い
う
間
に
終
了
し
ま
し
た
。

県
外
か
ら
集
ま
っ
た
地
元
の
同
級
生
と
の
つ
な
が
り
も
さ
ら
に
深
ま
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
子
供
時
代
の
絆
が
末
永
く
続
き
、
地
域
の
絆
へ
と
つ
な
げ
て

い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
新
成
人
達
を
見
送
り
、
人
バ
場
を
後
に

し
ま
し
た
。
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で
は
、
代
表

と
―
上

，

れ
と
出
来

て
よ
な

っ
た

で
す

・、で
す
ぃ

（旭
町

・堀
稚
尋

）

に

、

警
よ

―

｝
す
，
し

，

か

●
／

■
■

に
会
え

ご
本
当
に
嬉

１／

慄
か
し

い
人
た
ち

に
会
え

て
、
地

元
に
帰

っ
て
来

た
な
と
実
感
す
る
。
皆
、

変

わ
っ
て
い
な
い
）

（角
問
一和
町

・
西
―――
峻
成

）

こ
れ
な
ら
が

す
ご

く
な
る
と
思
う
、、成
人
式

で
皆

に
会

い
、
成
長
し
て
い
る

こ
と
を
実
感

で
き
た
。
本
気
出
す
。
　

一若
松
町

。
田
中
彰
己
）

世
界
を
変
え
る
。

（
田
上
本
町

・松
井
裕
平
）

頑
張
ろ
う
東
北
ぃ
　

一旭
町

。新
谷
俊
祐

）

懐
な
し
な

っ
た
。
一余
話
会

で
会
え
た
先
生
も
変
わ

っ
て
い
な
な

っ

（若
松
町

・菱

田
祐
太

）

離れていた友達が一同に集い、保育園、小学校の時に戻ったかのように感じます。

皆、のびのびしていて、本当に嬉しそうです。皆、それなりに成長して大人らしくな

ったと感じます。成人としての自覚を持ち、責任ある行動をとれるように願っています。

た

成人式会場の保護者の声
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田
上
公
民
館

ふ
れ
あ
い
文
化
祭

文
赤
井

功
児

田
上
公
民
館
３０
周
年
祭
と
し
て
１０
月
２３
日
に
「第
３３
回
田
上

公
民
館
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
３０
周

年
を
お
視
し
て
田
上
小
学
校
５
年
生
に
よ
る
、加
賀
宝
生
「鶴
亀
」

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、昨
年
に
引
き
続
き
、金
沢
大
学
学
生
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
「
ン

ャ
グ
リ
ン
グ
＆
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」
や
「ア
カ
が
Ｚ
フ
イ
ブ
」
の
ほ
か
、杜

の
里
児
童
館
「社
の
里
エ
ス
ン
ェ
ル
ス
」
に
よ
る
チ
ア
ダ
ン
ス
、
田
上
消

防
分
団
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
試
乗
体
験
な
ど
多
く
の
方
の
協
力
に
よ

り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、正
午

」ゝろ
か
ら
天
候
が
崩
れ
は
じ
め
、屋
外
で
の
催

し
物
な
ど
に
少
し
影
響
が
出
て
し
ま
い
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

１
階
図
書
コ
ー
ナ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「わ
が
町
の
今
昔
」
や
和
室
で

の
お
茶
席
、
ま
た
金
沢
大
学
教
授
加
藤
和
夫
先
生
に
よ
る
３０
周

年
記
念
講
演
「が
ん
ば
る
ま
っ
し
！
金
沢
こ
と
ば
」
な
ど
多
く
の
催

し
物
も
開
か
れ
、文
化
祭
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
も
ち
つ
き
大
会
や
テ
ン
ト
市
の
ほ
か
、
〈７
年
は
美

大
生
に
よ
る
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
も
好
評
で
し
た
。
ま
た
、写
真
展
や

美
術
作
品
展
も
開
催
さ
れ
、住
民
の
皆
様
の
日
頃
の
成
果
を
展
示

す
る
こ
と
が
で
き
、大
変
盛
り
だ
く
さ
ん
の
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
「田
上
公
民
館
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」
は
多
く
の
方
の
参

加
と
協
力
に
よ
り
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
回
は

天
候
に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
、
来
年
の
開
催
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。



第
４９
回
金
沢
市
公
民
館
大
会
・公
民
館
フ
ェ
ア
”楽
集
“

「 お`ス主警

２
月

１９
日
（日
）
、
快
晴
の
雪
景
色
の
も
と
、

第
４９
回
金
沢
市
公
民
館
大
会
・公
民
館
フ
ェ
ア
”

楽
集

“が
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
フ
ェ
ア
で
は
、
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ

る
ア
ィ
バ
ル
、
創
作
作
品
展
、
式
典

。表
彰
式
、

公
民
館
活
動
の
発
表
、
士
ム
能
フ
ェ
る
ア
ィ
バ
ル
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
・表
彰
式
で
は
、金
沢
市
公
民
館
優
良
役
職
員
と
し
て
、
関
戸

正
彦

田
上
公
民
館

館
長
に
、
金
沢
市
公
民
館
連
合
会
会
長
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、金
沢
市
公
民
館
永
年
勤
続
役
職
員
と
し
て
、

田
上
公
民
館
か
ら
は
以
下
の
方
々
に
金
沢
市
公
民
館
連
合
会
会
長
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
」ゝれ
は
、
永
年
の
積
極
的
な
公
民
館
活
動
に

対
し
て
栄
誉
を
称
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま

永 年 勤 続  ‖IL公民館 館長

" 
関戸 正彦

金沢 |ド議会議長

上田 章

谷内 由美

永年勤続
  杏倉:〕
強

東 初雄

永年勤続

いきいき社会部主催

唾聾∋西野貢さん (田 ll本町)

←側D池端智行さん(田 11新‖∫)

繹蔀D下 豊秋さん (旭町)

あ とが ¥
震災から1年が過ぎ少しづつではあ

りますが、復興事業も進んでいるよう

です。あっという間の ^年でありまし

たが、部員の告様の協力により、館

報第92号を発刊することが出来ました。

これからも地域の皆様に愛される館

報づくりを̀と 掛ヽけていきます。ご協ノ」

をお願いいたします。

発行日/平成24年 3月 20日
発行人/広報視聴覚部

清宏

修二

栄美子

宰史

比砂子

寿文

功児

渉子

哲郎

部長     三浦
委員     村田

村田

深田

中村

折池

赤井

小田
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金沢市公民館連合会会長表彰

田上校下

現在の田上町にある、榊原神社 (神明社)には室町時代1480年頃「田上館」なる平城 (ひ らじろ)がありました。
当時の守護職であった富樫氏と親交が深く、その後の一向一揆に共に滅ぼされたのは誰でしょうか。

①田上禅道 ② 田上太子 ③ 田上神師 の 田上入道

古代より、下田上橋から田上本町を通り戸室山から二俣へ至る道はなんと呼ばれていたでしょうか。

①とむろ道 ②いおう道 ③ ともろ道 ④ おもろ道

現在の田上本町にある、少名彦神社 (菅原神社)は江戸時代にはなんと呼ばれていたでしょうか。

① 田上の郷・田上神社 ② 加賀の国 。ネ申田神社 ③ 加賀の国 。田上社  41田 上の郷・神名社

今年30周年を迎える「田上公民館」は金沢市内60公民館の中で何番目に開館したのでしょうか。
同じ兼六中の校下でもある「材木公民館」は8番目で昭和25年の開館です。

① 24番目       ② 34番 目     (344番目     14154番 目
以前若松町にあった、「国立金沢若松病院」は出来た当事は「若松結核療養所」と呼ばれていました。

出来たのはいつでしょうか。

①大正5年      ②大正15年 ③昭和5年 ④昭和15年

現在の金沢大学角間キャンパスは昭和55年 (1980年 )に移転が決まってから9年後の1989年に
最初の施設である、「図書館」「文学部」「法学部」にあとひとつオープンしたのは何でしょうか。

①経済学部 ②教育学部 ③ 理学部 つ講堂

田上校下で、にぎわいの中心にある「イオン社の里ショッピングセンター」は「ジャスコ杜の里店」
としてオープンしたのはいつでしょうか。

① 1988年 (平成元年)② 1990年 (平成2年)③ 1992年 (平成4年)④ 1994年 (平成6年 )

現在の山側環状線で田上一野田間の トンネルも完成し、森本今町」C丁 から白山市乾 JCT間 が
全線開通したのはいつでしょうか。

①平成17年 4月 ②平成18年4月   ③平成19年 4月   ④平成20年 4月
平成24年 1月 1日 現在 田上小学校 校下の総人口は何人になったでしょうか。
ちなみに社の里小学校 校下の総人回は9,507名 となっています。
① 7,878名 ② 8,878名    ③ 9,878名   ④ 10,878名

昭和 11年に旭町が誕生いたしました。誕生の由来となったのは、牛坂の途中にあった
「旭清水」と呼ばれていますが、あともう一つの由来は何でしょうか。

②旭けやき  ③旭石  ④旭観音
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お名前
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